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研究成果の概要（和文）：アスリートにおいて再評価方略（ストレス反応を生じさせる出来事を再解釈する感情
調節方略）が心理状態の安定に役立つこと、再評価方略を行う際に特徴的に使用される脳部位が明らかとなっ
た。本研究を通して、アスリートのための効果的な感情調節方略とその神経基盤が明らかとなった。また、１年
間の縦断調査によって再評価方略が変化しにくいことが明らかとなり、再評価方略の使用を促すためには介入が
必要であることも明らかとなった。これらの知見は、今後のメンタルトレーニングの構築や選手の指導者やトレ
ーナー育成に役立つと考えられる。

研究成果の概要（英文）：A reappraisal strategy (an emotion regulation strategy to reinterpret events
 that produce a stress response) helps stabilize psychological state in athletes, and the brain 
regions characteristically used to perform the reappraisal strategy were identified. Through this 
study, effective emotion regulation strategies for athletes and their neural basis were identified. 
A one-year longitudinal study also revealed that reappraisal strategies are unlikely to change and 
that interventions are needed to encourage the use of reappraisal strategies. These findings may be 
useful for the future construction of mental training and the development of coaches and athletic 
trainers.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究成果の学術的意義は、アスリートのための効果的な感情調節方略として再評価方略を提案できた点、再
評価方略が心理状態の安定に貢献するメカニズムについて神経学的側面からエビデンスを提供した点である。
　本研究の社会的意義は、選手のためのメンタルトレーニング構築において効果的な感情調節方略に関する知見
を提供したこと、指導者や選手サポートを担うスタッフ育成において有用な心理的サポートの知見を提供できた
ことである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
アスリートにとって感情を調節する力は、パフォーマンス向上における重要な心理的要素の
１つとなっている 1)。特に、競技場面での不安や過度の緊張といったネガティブな感情はパフォ
ーマンスを著しく低下させることが報告されている 2)。そのため、適切な感情調節の方法を獲得
できるか否かは、アスリートにとってパフォーマンス発揮のみならず選手生命や健全なアスリ
ートライフに関わる重要な要因となる。 
感情調節（Emotion Regulation）は「感情に影響を与える思考や行動の調節」と定義されてい
る 3)。感情調節を説明する最も有力な「感情調節のプロセスモデル」4)では、感情が生起する前
の段階に行われる「先行焦点型感情調節」と感情が生起した後の段階に行われる「反応焦点型感
情調節」の 2つが示されており、それぞれの感情調節の役割が検証されてきている。 
スポーツ競技場面の感情調節に関する研究でも、上記の感情調節のプロセスモデルに基づく
研究が行われている 5)。しかしながら、これまでの研究では、アスリートにおいて感情調節がど
のように心理状態に関連しているのか、感情調節の神経科学的なメカニズムについて十分に明
らかにされていない。 
感情調節が効果を発揮するメカニズムを明らかにするためには、神経科学の functional 

Magnetic Resonance Imaging（fMRI）を使用した脳機能画像解析（脳活動領域の特定と特定さ
れた脳領域間の結びつきを解明する研究手法）が有効と考えられる 6)。脳機能画像解析は医療分
野の臨床でも用いられている手法であり十分な信頼性がある。 
これまで明らかにされてこなかったアスリートの効果的な感情調節について、心理学と神経
科学を融合した学際的なアプローチを用いて解明し、メンタルトレーニングや心理サポートの
開発を目指す。 

 
２．研究の目的 
本研究は、心理学と神経科学の研究手法を活用しアスリートのための効果的な感情調節方法
と感情調節に関わる神経基盤を明らかにすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究Ⅰ：アスリートにおける感情調節とメンタルヘルス指標の関連 
①対象者 
日本人の大学生アスリート 927 名（男性 535 名、女性 392 名）を対象とした。 
②調査及び測定項目 
感情調節尺度（Emotion Regulation Questionnaire: ERQ、再評価方略、抑制方略の 2因
子）7)と精神的健康度尺度（General Health Questionnaire-30: GHQ-30）8)への回答を求
めた。 
③分析方法 
変数間の関連性を明らかにするためにロジスティック回帰分析を行った。これにより、ど
のような感情調節方法が精神的健康度に関連するのかを検討した。 
 

(2) 研究Ⅱ：アスリートにおける感情調節の安定性 
①対象者 
日本人の大学生アスリート 457 名（男性 311 名、女性 146 名）を対象とした。 
②調査及び測定項目 
感情調節尺度（Emotion Regulation Questionnaire: ERQ、再評価方略、抑制方略の 2因
子）7)への回答を 1年間の期間を空けて 2回を求めた。 
③分析方法 
2 回の測定の一致度を検討するため Brand-Altman 分析 9)を行った。これにより、感情調節
の安定性を明らかにした。  
 

(3) 研究Ⅱ：アスリートの感情調節に関連する脳領域の解明 
①対象者 
性別と年齢をマッチングした大学生アスリート 40 名（男性 20 名、女性 20 名）を対象と
した。 
②実験及び測定項目 
実験で呈示する課題は Davis ら 7)の課題を参考に作成し、感情調節課題（実験条件）と非
感情調節課題（統制条件）中の脳活動を fMRI で測定した。また、実験条件と統制条件下
でのネガティブ感情の度合いについてボタン押しで回答を求めた。 
③分析方法 
脳画像解析ソフト（SPM12）を用いて実験条件と統制条件中の脳活動を比較し、感情調節
に関連する脳領域を特定した。 

 



 
４．研究成果 
(1) 研究Ⅰ：アスリートにおける感情調節とメンタルヘルス指標の関連 
 感情調節を測定する心理測定尺度である Emotion Regulation Questionnaire（ERQ）を使
用し、質問紙調査法を用いて感情調節とメンタルヘルスの関連を検討した。その結果、再評
価方略と精神的健康度に有意な関連が示された（OR: 0.47, 95%CI: 0.25–0.89, p < 0.01）。
一方で、抑制方略と精神的健康度には関連は示されなかった。 
 これらの結果から、再評価方略を行うアスリートは行わないアスリートと比較して、深刻
な精神的健康の問題を抱えるリスクが約 0.5 倍となることが示された。アスリートの感情
調節には、少なくとも 2 つの感情調節の方略が存在しており、それぞれの感情調節方略で
機能が異なること、再評価方略がメンタルヘルスに貢献する可能性が明らかとなった。 

 
(2) 研究Ⅱ：アスリートにおける感情調節の安定性 
 １年の期間を空けて測定された感情調節の得点差は、再評価方略で 0.13 点、抑制方略で
0.17 点（得点範囲 1点－7点）でありわずかであった。加算誤差（差の分布が上下に偏る状
態：95%CI に 0 点を含まない）と比例誤差（得点の高低によって差が変化する状態：1回目
と 2 回目の得点の差と 1 回目と 2 回目の得点の平均値に相関がある）は示されず、得点差
は得点の高低に関わらず一定であることが示された。 
 これらの結果から、１年の期間を空けて測定された感情調節の得点は安定的だった。１年
の期間を経ても感情調節はさほど変化が見られないことから、感情調節を変化させるため
には何らかの介入が必要も示された。 

 
(3) 研究Ⅲ：アスリートの感情調節に関連する脳領域の解明 
 行動指標からは感情調節の再評価方略を行った際にはネガティブ刺激に対するネガティ
ブ感情反応が低減することが示された。感情調節課題（実験条件）と非感情調節課題（統制
条件）中の脳活動を比較した結果、再評価方略を行った時に、前頭前野を中心とする脳領域
と扁桃体において特徴的な活動が確認された。 
 これらの結果から、感情調節の再評価方略がネガティブ感情のコントロールに貢献する
可能性が示された。また感情調節の再評価方略を行う際には、前頭前野を活動させること、
感情の生起に関与するとされる扁桃体の活動に変化が示されることが明らかとなった。こ
れらの結果から、アスリートにおいて感情の調節が有効であることと、その神経科学的なメ
カニズムの一部を明らかにすることができた。 
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